
 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年亀岡市議会定例会９月議会一般質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市議会 



質問方式

９月１０日（火） 10:00～ 1 長澤　　満 一問一答

10:45～ 2 山本由美子 一問一答

11:30～ 3 福井　英昭 一問一答

13:15～ 4 三宅　一宏 一問一答

14:00～ 5 田中　　豊 一問一答

14:45～ 6 冨谷加都子 一問一答

９月１１日（水） 10:00～ 7 石野　善司 一問一答

10:45～ 8 木村　　勲 一問一答

11:30～ 9 三上　　泉 一問一答

13:15～ 10 大塚　建彦 一問一答

14:00～ 11 松山　雅行 一問一答

14:45～ 12 並河　愛子 一問一答

15:45～ 13 浅田　晴彦 一問一答

16:30～ 14 竹田　幸生 一問一答

９月１２日（木） 10:00～ 15 奥野　正三 一問一答

10:45～ 16 木曽　利廣 一問一答

11:30～ 17 小川　克己 一問一答

13:15～ 18 赤坂マリア 一問一答

14:00～ 19 西口　純生 一問一答

15:00～ 20 菱田　光紀 一問一答

15:45～ 21 小松　康之 一問一答

個
人

休憩　　

【注意】

質問者の日程については予定であり、議事の進行により変更する場合が
あります。ご了承ください。

令和元年亀岡市議会定例会９月議会　一般質問順序予定表

開催日及び開始予定時間 質問者

個
人

休憩　　

個
人

休憩　　

休憩　　

休憩　　
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令和元年亀岡市議会定例会９月議会 一般質問通告書 

 

番

号 

質問者 

質問日時 
質問事項 質問要旨 答弁者 

1 長澤  満  

9 月 10 日(火) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市政運営の

基本方針につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 亀岡市新火

葬場整備計画に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市は、２０２０年のターゲットイヤー及び環

境先進都市の実現に向けて各種施策を推進して

いる。これらの施策運営の基本方針を問う。 

（１）環境先進都市を目指す施策は、市民や事業

者に対する「規制」と「支援」の両方の要素

を含むとみられる。それらの施策の中で、市

民や事業者の「環境にやさしいまちづくり」

の取組みを支援する要素を重視すべきと考

えるがどうか。 

（２）プラスチックごみ対策で言えば、国やメー

カーに削減対策を求め、本市では協定による

レジ袋の削減を条例により普遍化しながら、

削減のための支援や啓発を強化し、投棄・散

乱の防止にこそ一定の規制を行うのが適当

であると考えるがどうか。 

（３）施策の立案・実行において、トップダウン

とボトムアップの両面がある。市民の願いに

寄り添う施策の立案・実行のため、市民や事

業者との関係、また、それらの人々と第一線

で接触する職員との関係において、ボトムア

ップを重視すべきと考えるがどうか。 

（４）各種施策に関連して言えば、環境・産業・

福祉・教育等に共通して、市民・事業者と職

員との接触を通じて課題解決の方向を見出

し、国や府の制度にとどまるのではなく、本

市独自の支援施策の立案・実行を促すような

マネジメントが肝要と考えるがどうか。 

 

本市では、平成３０年４月に亀岡市新火葬場整

備検討審議会からの答申とその中味である「亀岡

市新火葬場整備構想」（以下「整備構想」という。）

が提出され、これを受けて平成３１年３月に「亀

岡市新火葬場整備基本計画（案）」、同年８月に

「亀岡市新火葬場整備基本計画」（以下「基本計

画」という。）が公表されている。 

（１）整備構想では、「当審議会は場所を決定す

る機関ではなく、（中略）場所選定に係る地

元住民の合意形成等の課題を踏まえた最終

決定は、亀岡市にお願いしたい。」としてい

る。その最終決定に向けた過程の一環とし

て、基本計画（案）に係るパブリックコメン

トが実施されたと理解するが、その結果の概

要及び結果を受けての対応方針は。 

（２）整備構想では、①コストパフォーマンス、

②安全性で現火葬場用地に優位性があり、③

都市計画との整合性、④交通アクセス、➄近

隣住宅等への影響で余部町丸山に優位性が

市長 

所管部長 
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所管部長 
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３ 亀岡駅南周

辺地区まちな

み・まちづくり

構想について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 道路・河川

等の日常的な補

修について 

あるとし、総合的に勘案した結果、余部町丸

山に優位性があるとした。③～➄の評価は疑

問であり、本市として基本計画を見直し、現

火葬場用地で住民合意の下に整備すること

を検討すべきではないか。 

（３）基本計画に関連して、６月議会において、

土地開発公社の所有する土地の購入代と同

公社に対する本市の貸付金とを相殺すると

の答弁があった。書面や現金の授受や土地価

額と貸付金額とが異なる場合の処理方法を

含め、どのような相殺手続を想定するのか。 

（４）基本計画は、国道３７２号から南に入り周

回する構内道路を想定している。基本計画

は、上記の相殺の趣旨から、総事業費に土地

取得費を計上していないが、この総事業費以

外に構内道路及びその他の土地の取得や造

成に係る費用は発生しないのか。 

 

本市は、現在進行中の亀岡駅北地区の整備事業

と合わせて、亀岡駅南周辺地区まちなみ・まちづ

くり構想策定事業を本年度から進めている。 

（１）亀岡駅南周辺地区まちなみ・まちづくり構

想策定業務委託に係る公募型プロポーザル

の受託候補者の選定の経過・理由を含め、策

定事業の進捗状況はどうか。 

（２）今後策定される同構想は、当該地区の今後

のまちづくりにおいて、同構想策定後の実行

計画との関係を含め、どのような役割・性格

を有するのか。 

（３）同構想の策定において、当該地区の住民や

事業者の生活・営業の改善、歴史・文化資源

の保全と活用、老朽化した公共施設のあり方

という観点はどのように反映されるのか。 

（４）同構想の策定及び実行において、当該地区

の住民や事業者が参画し、それらの意思を尊

重する仕組みはどのように組み込まれるの

か。 

 

本市の各地域の住民から道路・河川等の日常的

な補修（年次計画による補修や緊急の災害復旧補

修以外の日常的な補修）の要望が寄せられてい

る。 

（１）道路・河川等の日常的な補修に係る住民の

ニーズをどのように把握しているのか。 

（２）そのような補修に対応するための予算措置

は。 

（３）把握した住民のニーズに対し、補修の実施

対象をどのように検討・選定するのか。 

（４）補修対象の検討・実施の状況をどのように

フィードバックないしは情報開示するのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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2 山本由美子 

9 月 10 日(火) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 学校給食費

の公会計化につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 就学援助制

度の拡充につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 肺がん検診

受診率向上につ

文部科学省は令和元年７月３１日、教員の負担

が指摘されている給食費などの徴収・管理業務に

ついて、地方自治体が行う「公会計化」を導入す

るよう求める通知を各都道府県や各指定都市の

教育委員会に出すとともに、「学校給食費徴収・

管理に関するガイドライン」を作成し、公表して

いる。 

（１）学校給食費の徴収方法と徴収状況は。（未

納が発生している学校数もあわせて問う） 

（２）未納の主な原因と未納発生時の対応は。（対

応については誰がどのような方法で督促を

行っているかなど） 

（３）未納者に対し、徴収方法で工夫しているこ

とは。 

（４）児童手当法第２１条の規定により、児童手

当受給者からの申し出を条件に児童手当か

らの徴収を認めているが、未納の保護者への

対応として児童手当から給食費を徴収する

考えは。 

（５）学校給食費の公会計化により見込まれる効

果と課題は。 

（６）学校給食費徴収・管理に関するガイドライ

ンを適宜参考として、学校給食費の公会計化

の取組みを一層推進いただきたいとの通知

に対する見解は。 

（７）学校給食費の公会計化導入に向けての見通

しは。 

 

就学援助制度は、小・中学校で学習するために

必要な費用を負担することが困難な保護者に対

して、学用品費・修学旅行費・給食費などを援助

する制度である。国の２０１９年度予算におい

て、各市町村の支給額アップにつながる中学校の

修学旅行費や新入学児童生徒学用品費の単価引

き上げなどが盛り込まれた。 

（１）国においては今年度から援助対象品目とし

て卒業アルバム代が新たに追加された。本市

においても援助対象とする考えは。 

（２）学校給食費について、亀岡市（教育委員会）

から学校へ直接支給することで保護者負担

をなくすことはできないか。 

（３）令和元年５月から全中学校を対象に、選択

制デリバリー弁当（昼食提供事業）が実施さ

れている。現在、給食ではなく昼食として位

置づけられていることから就学援助制度の

対象となっていないが、本市と同じ選択制デ

リバリー弁当であっても就学援助制度の対

象として取り扱っている自治体がある。本市

においても援助対象とすべきと考えるが、見

解は。 

 

日本ではがんに罹患する人が年々増加傾向に

あり、生涯のうち２人に１人ががんに罹患すると

市長 

教育長 

所管部長 
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所管部長 
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いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 小児がん

「網膜芽細胞

腫」の早期発見

への取組みにつ

いて 

 

推計されている。国立がん研究センターによる

と、２０１７年にがんで死亡した人は３７万３，

３３４人に上り、その中でも、死亡者数及び死亡

率が最も高い部位は肺との報告がなされ、男性は

１位、女性は２位となっている。 

（１）肺がんの検診受診率及び死亡者数の推移

は。 

（２）肺がん検診受診率向上への取組みは。 

（３）特定健診とがん検診の集団セット健診によ

る効果は。 

（４）個別検診の導入に対する本市の見解は。 

（５）集団セット健診申込書、がん検診申込書に

オプトアウト方式を導入する考えは。 

（６）インターネットによる検診の申し込みも可

能にするなど申し込み方法を改善する考え

は。 

 

我が国における小児の死亡原因の第１位はが

んとなっている。小児がんの中には網膜芽細胞腫

という目のがんがあり、出生児１万５千人から１

万６千人に１人の割合で発症すると言われてい

る。網膜に腫瘍ができると視力が低下するが、乳

幼児はものが見えにくくなったことをうまく伝

えることができないため、発見されたときには進

行している場合も少なくない。そのことから早期

発見につながる取組みが重要と考える。 

（１）網膜芽細胞腫を含む小児がん早期発見への

本市の取組みは。 

（２）乳幼児健康診査の医師の診察項目に白色瞳

孔や斜視を追加できないか。 

（３）乳幼児連れの方がよく出入りする場所（保

健センターや子育て支援センター、図書館

等）にポスターの掲示や冊子の設置などを行

い、意識啓発を図ることが有効であると考え

るが、見解は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

3 福井 英昭 

9 月 10 日(火) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桂川市政、１期４年の総括を問う。 

（１）桂川市政誕生に際して掲げられたチャレン

ジビジョンの達成度は。 

（２）チャレンジビジョンの他に取組み、成果を

上げることができたことは。 

（３）行政組織としての亀岡市は、この４年間で

どのように変化し、どういう方向を向くこと

ができたと考えているか。 

（４）この４年間の市政運営は、第４次亀岡市総

合計画との整合をもって行えたと考えるか。 

（５）「環境先進都市 亀岡」という言葉を使う

目的と効果は何か。 

（６）本市の財政状況について、さまざまな要素

を踏まえた上でどのように見ているか。 

（７）将来の亀岡市は、どのようなまちとして残

り、どのように発展していかなければならな

いと考えているか。 

市長 
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２ 山林の崩壊

とまちの保全に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「音楽のま

ち亀岡」につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学校の特色

化と小規模特認

校制度について 

 

戦後の資材不足の解消を目的とした植林政策

により植えられた樹木が伐採適齢期を迎えてい

る。また、昨年の台風２１号の風害は甚大な被害

をもたらし、山林は崩壊しているが、これまでか

らも里山機能は劣化しており、保水能力の低下や

土石流の発生、不健全な森の誕生など、まさに今、

まちを守っていく上での危機と言えるのではな

いかと考える。国家レベルでの政策が必要である

ことはもちろんだが、本市としても早急に考えな

ければならないのではないか。 

（１）現在、本市の面積の７０％を占める山林は

健全な状態ではないと考えるが、所見は。 

（２）台風２１号により倒壊した樹木が多いが、

その危険についてはどう考えるか。 

（３）里山の環境を守るため、本市として取組ん

でいけることは何か。 

（４）国有林、府有林等の現状は。 

（５）各財産区が保有する山林について、本来の

山林管理ができない状況になっているので

はないかと考えるがどうか。 

（６）財産区制度を将来にわたって維持できると

考えているのか。 

 

先頃、シンボルプロジェクトの結実として、「音

楽と楽しむクラフトビアガーデン」が開催され、

多くの人でにぎわった。その中で、「こんなまち

に住みたい」という声や「こんな考え方のまちな

ら住んでいてよかった」という声があったと聞い

ている。 

「音楽のまち亀岡」を進める取組みについて問

う。 

（１）当事業やその他の要素も含めた所見は。 

（２）中規模のライブハウスを誘致することにつ

いて、所見は。 

（３）亀岡駅北広場や駅南地区を使った「音楽の

まち亀岡」構想を立てられないか。 

 

東・西別院小学校に続いて、保津小学校が小規

模特認校としてスタートすることになった。各学

校がそれぞれの特色を持って、「通いたい学校」

「特色ある学校」になることで、小規模特認校制

度はより生きてくる。 

また、小規模特認校に限らず、各校が特色ある

学校となることはすばらしいことと考える。 

（１）東・西別院小学校の小規模特認校としての

実績は。 

（２）東・西別院小学校の特色ある教育を改めて

問う。 

（３）保津小学校では、英語教育を特色とすると

聞いているが、その内容は。 

（４）小規模特認校に限らず、学校の特色化は大

切であると考える。本市の小・中学校で、単

に学力を競うのではなく、それぞれの特色を

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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出すような取組みはあるのか。 

（５）学校ごとの特色化も大切だが、本市の小・

中学校ならではの特色も大切である。他市の

学校と比較して、これだけは負けないという

ものはあるのか。 

 

4 三宅 一宏 

9 月 10 日(火) 

13:15～ 

 

※一問一答 

 

１ 路上喫煙条

例について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ごみの削減

について 

 

 

 

 

 

平成３０年６月に制定され、７月から施行して

いる「亀岡市路上喫煙の規制に関する条例」につ

いて問う。 

（１）規制は、どのようになっているか。 
（２）喫煙される方は、どこで吸うことができる

か。 
（３）亀岡市のたばこ税収はいくらあるか。 
（４）その財源の使途は。 
（５）美化推進重点地域に指定されているＪＲ亀

岡駅周辺に設置予定の分煙ブースは、いつ完

成するのか。 
（６）ＪＲ千代川駅・並河駅・馬堀駅周辺に、分

煙ブースを設置する計画はあるか。 
（７）駅周辺で、たばこのポイ捨てが多くなって

困っていると聞くが、対策はあるか。 
  

今年５月に、環境厚生常任委員会で、鹿児島県

へ「ごみ減量の取り組みについて」視察に行った。

大崎町、志布志市のごみのリサイクル率は８０％

を超えている。 

（１）亀岡市のごみリサイクル率はどうなってい

るか。 
（２）ごみを出さないまちづくりを目指して、施

策と目標数値を定めた亀岡市ゼロエミッシ

ョン計画を策定されているが、具体的な対応

は。 
（３）大崎町、志布志市で実施されている分別の

中には、亀岡市でもできる分別があると考え

る。３月議会の福井議員の質問に対する答弁

で、収集した燃やすごみの約３割、埋め立て

ごみの約４割は資源として出せるものが含

まれていると答弁されているが、具体的な対

策は。 
（４）埋め立てごみ処分場は、あと何年対応でき

るのか。  

近年、多くの外国人が亀岡に移住されている。 

私が住む大井町には、ベトナム人、中国人の技能

実習生が多く住まわれている。 

（５）日本語のわからない外国の方は、ルール内

容を理解することができなかったり、ルール

違反に対する認識の違いからトラブルが起

きている。その対策はあるか。 
（６）平成３０年１１月改定の亀岡市の「ごみの

分け方・出し方」は、日本語表記だけであり、

外国の方が見ても理解できない。外国語対応

のごみ出しマニュアルはあるか。 
（７）外国の方も一目でごみ出しルールがわかる

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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ように記載したものを作成し、全戸配布して

はどうか。 
（８）大崎町には、日本語版の「ごみ分別アプリ」

がある。ごみの分け方・出し方マニュアルが

なくても、スマートフォンを見てごみ出しが

できる。アプリであれば、内容に改定があっ

ても、少ない予算で簡単に対応できる。亀岡

市も、早急に対応してはどうか。 

 

5 田中  豊 

9 月 10 日(火) 

14:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 「自治体戦

略２０４０構

想」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年７月に総務省から「自治体戦略２０

４０構想研究会」第二次報告が出された。この報

告では「２０４０年頃にかけて迫り来る我が国の

内政上の危機を明らかにし、共通認識とした上

で、危機を乗り越えるために必要となる新たな施

策（アプリケーション）の開発とその施策の機能

を最大限発揮できるようにするための自治体行

政（ＯＳ）の書き換えを構想するものである。」

と述べている。 

この構想の大前提は、２０１４年５月の日本創

成会議のレポート「ストップ少子化・地方元気戦

略」（「増田レポート」人口減少論・自治体消滅

論）にある。構想の内容は４つの柱から成り、第

１の柱は、２０４０年を目標年にして、そこを起

点に逆算方式でスマート自治体をつくり、ＡＩや

ロボティクスを活用して従来の半分の職員で運

営できる自治体をつくるべきだとしている。第２

の柱は、公共私によるくらしの維持、第３の柱は、

圏域マネジメントと二層制の柔軟化、第４の柱

は、東京圏のプラットホームである。 

（１）この構想は「増田レポート」（人口減少論・

自治体消滅論）を前提にしており、人口減少

や少子化が生み出された要因が分析されて

いないが、所見を求める。 

（２）スマート自治体（具体的には半分の職員で

も担うべき機能が発揮される自治体、ＡＩ・

ロボティクス等を使いこなす自治体）への転

換を述べているが、ＡＩの限界について所見

を求める。 

（３）２０１８年７月５日の第３２次地方制度調

査会第１回総会に出席した全国市長会の立

谷会長は、この構想について「①先般公表さ

れた総務省の『自治体戦略２０４０研究会』

の報告は、市長の意見を聞いておらず唐突感

があり、地方創生の取組に水を差すこと②本

調査会の議論は、自治体の意見を聞きなが

ら、慎重に時間をかけて進めるべきこと」等

の発言をされた（全国市長会ホームページよ

り）。この発言に対する所見を求める。 

（４）２０１８年１２月１８日の第３２次地方制

度調査会第２回総会で、全国町村会の荒木会

長は、「我々町村は、これからの国のあり方、

地方のあり方として、地域地域の多様性を大

切にし、分散しながらも、それぞれが多面的

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 会計年度任

用職員について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 農業次世代

人材投資事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

４ ジャンボタ

ニシの被害につ

いて 

 

 

に連携協力し、新しい価値を生み出せる地域

社会が豊かな国づくりだと考える。（中略）

我々町村は、人口規模万能主義、人口が大き

ければ行政運営も効率的でいいという考え

方とは違う立場であることも強調しておく。

大都市や拠点都市、圏域の中心都市への人・

モノ・カネ・情報が集中する国土構造、効率

化・標準化された仕組みやシステムを重視し

て、これからの地域社会を構築していこうと

することには反対する。これは、平成の大合

併からの教訓である」と述べられている。こ

の発言に対する所見を求める。 

（５）「自治体戦略２０４０構想」について、市

長の所見を求める。 

 

本年６月議会で質問したが、それを踏まえて以

下の質問をする。 

（１）改正地方公務員法の特別職非常勤職員に該

当する職員とは。 

（２）改正地方公務員法の臨時的任用職員に該当

する職員とは。 

（３）現在任用されている臨時職員・非常勤職員

への対応は。 

（４）フルタイムの会計年度任用職員について問

う。 

①給与水準はどうか。 

②期末手当を含め、手当の支給はどうか。 

（５）パートタイムの会計年度任用職員について

問う。 

①報酬決定は、フルタイムの職員に支給される

手当相当を報酬に反映させるべきだと考え

るがどうか。 

（６）「任期の定めのない常勤職員中心の公務運

営」が基本だが、現に勤務している臨時・非

常勤職員の雇用継続と、賃金・労働条件の引

き下げをせず、改善すべきだと考えるがどう

か。  

 

８月１５日付け日本農業新聞は、「新規就農者

を支援する国の『農業次世代人材投資事業』の２

０１９年度予算の減額で、地方自治体が対応に苦

慮している。」と１面トップと１４面で大きく報

じている。 

（１）本市の準備型の交付対象数は。 

（２）本市の経営開始型の交付対象数は。 

（３）本市に対する国からの交付額は。 

（４）今後の対応は。 

 

京都府南丹農業改良普及センターが、７月にジ

ャンボタニシ防除方法というチラシを発行した。 

（１）ジャンボタニシによる被害状況はどうか。 

（２）散布用の石灰窒素や農薬代に対して補助す

る考えはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 



 

9 

 

５ 耐震改修促

進について 

 

私は、本年の６月議会で耐震改修促進について

質問し、コストダウンを目指した合理的な耐震改

修工法と言われている高知県の低コスト工法の

採用を提案した。市長は「事業実施におけるコス

ト低減は重要な課題でありますから、耐震化率向

上のためには、一度、この工法も京都府と協議を

しながら、採用ができないものかということを考

えてまいりたいと思います。（中略）この方法を

京都府としても認めていただければ、より安易に

耐震改修ができるということは、我々にとっても

これはありがたいことだと思っております。」と

答弁された。 

（１）京都府と協議されたのか。 

（２）京都府の考えはどうであったのか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

6 冨谷加都子 

9 月 10 日(火) 

14:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 移送サービ

ス事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 民生委員・

児童委員につい

て 

 

 

 

昨年度に亀岡市地域公共交通網形成計画が策

定され、地域公共交通の方向性が示された。今後、

変化する地域のニーズに応じた効果的な移動確

保は、喫緊の課題である。 

（１）既存の交通手段での移動が困難な高齢者及

び障がい者の通院、買い物等を支える福祉有

償運送は、地域福祉の観点から、さらに需要

が高まると考える。 

①本市におけるＮＰＯ法人かめおかアッシー

の送迎サービス事業の現状と課題をどのよ

うに認識しているのか。 

②交通弱者の潜在的な需要について市の見解

は。 

③福祉の観点からの移動手段を拡充する考え

はあるのか。 

（２）地域コミュニティを活用した生活交通の支

援として、東別院町でデマンド型交通支援事

業が運営されている。公共交通空白地域に限

定されてはいるが、移動手段として他の地域

に拡大する考えはあるのか。 

（３）地域公共交通は、事業者だけで支えられな

くなっている。また、行政だけが公共交通を

担うことも不可能である。他市でも、さまざ

まな手法で買い物弱者を支援する事業が、展

開されている。本市として、具体的な移送支

援の方策はあるのか。 

（４）今後の地域公共交通の中で、タクシーも新

たなファクターとして公共交通対策特別委

員会で議論されている。本市の方向性とし

て、バス交通を維持する中で、さらに予算を

充実する考えであるのか。 

 

令和元年１２月は、３年に１度の民生委員・児

童委員の一斉改選の年である。改選時は、推薦す

る自治会の皆様が苦慮される時期であり、民生委

員・児童委員の皆様も、継続、退会、入会等の判

断をしなければならない年である。地域福祉の最

前線を歩き、要として相談役や見守り役を担う民

市長 

所管部長 
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３ 父親の子育

て支援の取組み

について 

 

生委員・児童委員を支えるべき行政の役割につい

て問う。 

（１）今年度の民生委員・児童委員の定数は１９

９人であるが、現時点での７ブロックの人選

の経過はどうか。 

（２）本市は民生委員・児童委員の活動の現状を

どのように認識し、国へ要望等を行う予定は

あるのか。 

（３）高齢化が進むに従い、なり手は減り業務量

は増える一方である。市として、どのような

手立てを考えているのか。 

（４）児童虐待、高齢者虐待、子どもの貧困、ひ

きこもり、認知症、自殺等の要因の１つが地

域からの孤立と推測する。そんな時代である

からこそ、身近な民生委員・児童委員の活躍

が、生活のセーフティネットの役目を果た

す。民生委員・児童委員の活動の底上げのた

め、強化要員を配置する考えはあるのか。 

 

男女共同参画の視点からみても、男性の家事・

育児は当たり前の時代である。しかし、まだ社会

全体の意識改革が必要との感がある。昭和生まれ

の世代は、ほとんどが家事・育児は女性の仕事と

いう慣習の中で育った。現実に、社会構造そのも

のに改善の余地があり、父親が家事や子育てしや

すい体制づくりが求められる。 

（１）父親が子育てしやすい環境について、本市

はどのように考えるのか。 

（２）父親に特化した親子の集いや、父親の子育

てセミナーなどの企画が本市にはあるのか。 

（３）市職員の育児休暇取得率について、直近の

現状と目標はどうか。 

（４）ハード面の改善として、公共施設等の男性

トイレに、オムツ交換シートやベビーチェア

がほしいとの声があるが、本市の考えはどう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

7 石野 善司 

9 月 11 日(水) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 予算執行状

況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長は今年の３月議会開会日の施政方針及び

予算編成方針で８つの施策を掲げ、現在予算執行

がなされている。亀岡から世界に誇れる「環境先

進都市」の実現と「地球と人にやさしいまち」亀

岡への次なる時代の扉を開き、新たな歩みを進め

る１年として、積極的かつ大胆に取組みが進めら

れている。平成３１年度予算は財政状況の厳しい

中ではあるが、これらの市政運営の考え方を基本

に、市民本位のまちづくりを進め、第４次亀岡市

総合計画～夢ビジョン～後期基本計画を着実に

進めていくための予算編成であった。 

（１）予算執行状況は。 

（２）市税の収納状況は。 

（３）年度内の予算の見通しは。 

 

 

市長 

所管部長 
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２ ふるさと納

税による収入確

保について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 行政事務

「選挙」につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと納税制度を活用して本市の魅力をＰ

Ｒすることで、寄附金の増額や本市の財源の確保

を図るとともに、返礼品として地元産品・サービ

スなどを活用し、本市の産業振興・地域経済の活

性化につながると考える。 

（１）平成３０年度に受け取った寄附金のうち、

返礼品調達費や事務費といった経費分に充

てた額を除き、地域活性化の財源になった額

はどれほどか。 

（２）新制度は、①返礼品地場産、②調達費が寄

附額の３０％以下、③寄附募集の適正な実施

の３つの基準を満たした自治体のみ、総務省

が対象に指定する。地場産の範囲は幅広く、

自治体をＰＲするゆるキャラグッズなどは

他地域産でも送付が可能だが、地域資源が乏

しい自治体では寄附減少を不安視する声も

強い。本市の現状はどうか。 

（３）寄附した人は翌年度、居住地に納める住民

税が軽減されるが、本市の現状はどうか。 

（４）一般的な自治体であれば減収分の７５％が

地方交付税で補てんされるが、本市の現状は

どうか。 

（５）返礼品として多くの品目が揃えられている

が、人気のある返礼品の現状は。 

 

７月に投開票された参議院議員通常選挙で、選

挙管理委員会が商業施設に初設置した期日前投

票所では、３日間で約１，３００人が投票したが、

選挙区投票率は過去２番目に低かった。しかし、

府下の２６市町村の中では２０番目と前回より

４つ順位を上げ、下げ幅抑制に一定の効果があっ

たと見られている。１０月の市長選挙でも同施設

に期日前投票所を設置し、効果を見極めながら、

他の選挙でも設置するのかを検討するとのこと

である。 

選挙に行くとき、多くの有権者は居住地に届い

た案内はがきを持参して投票所に向かうはずで

ある。実は住んでいる市町村の選管ごとにその名

称は異なり、入場に必携と思える「投票所入場券」

というものから、事務的な意味合いの整理券など

さまざまである。しかし、これらは一票を投ずる

権利行使のための「投票券（権）」ではなく、持

参しなくても投票は可能であり、期日前投票・投

票日当日どちらでも受付で氏名、住所、生年月日

の３つを正確に言うと投票できる。参議院議員通

常選挙で投票率が５割を下回ったということは、

５割を超える有権者にはこの案内はがきが無駄

になったということになる。我が国の場合は、義

務ではなく権利という価値観に基づくため、案内

はがきは送付するものの、投票に行くかどうかは

有権者の自由である。    

（１）投票に行く意思のない人に案内はがきを送

り続ける必要があるのか。例えば、希望した

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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４ 道の駅ガレ

リアかめおかレ

ストラン再開に

ついて 

 

 

 

 

５ 京都スタジ

アム内の飲食ブ

ースの設置につ

いて 

人のみに郵送する、または３回連続棄権した

人には「次回以降、特にご案内いたしません」

という書面を発出することはできないか。何

のために執行している行政事務なのかを考

えることで新たな工夫を生み出せると考え

るが、所見は。 

「一般選挙」と呼ばれる都道府県知事や市町村

長、地方議員の選挙も同様で、現職の出馬の有無

にかかわらず、基本的には任期満了前に行われ

る。したがって、落選しても知事は知事であり、

市長は市長である。法理論上、選挙後の首長就任

は最短１日だが、最長では３０日後である。その

間は現職市長のまま、何が起きても職責を果たさ

なければならない。 

（２）このような状況の下、参議院議員選挙、地

方の首長選、地方議員選は即日開票すること

に意義があるのか。基本的には任期満了前に

改選しているため、深夜に一刻を争って当落

を決める理由はないと考えるが、所見は。 

公職選挙法では、「開票は、すべての投票箱の

送致を受けた日又はその翌日に行う。」と規定さ

れているだけで、各都道府県・市町村の選挙管理

委員会が判断すれば良い。より低廉な公費支出で

賄うべきで、明らかに正当性があり、公務員のコ

スパ意識を高めると同時に、有権者に選挙と行

政・議会の関係を知ってもらうことにもつなが

る。 

（３）市民生活への影響を巡って賛否を呼ぶもの

とは異なり、翌日開票にしても誰も反対しな

いはずであると考えるが、所見は。 

 

ガレリアかめおかが開館して２１年が経過し

た。平成１０年９月のオープン時に㈱藤田観光京

都国際ホテルがレストラン経営を開始して以降、

複数の事業者によりレストラン経営がなされて

きた。ガレリアは地元住民の利用が多く、観光客

の集客力は低いのが課題と言われている。 

（１）今後のあり方を検討しているのか。 

 

京都スタジアム内のにぎわいを創出するエリ

アにおいては、クライミングウォールの設置や大

河ドラマ館の開設が予定されている。また、フィ

ールドを取り囲むように設置されるインナーコ

ンコースは、地元物産展やフリーマーケットな

ど、天候を気にせずにイベントを開催することが

できるスペースとなっている。 

（１）常設の軽食等ができる施設を設置する考え

は。 
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8 木村  勲 

9 月 11 日(水) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ エコバック

の普及とレジで

のエコバックレ

ンタルについて 

 

 

 

 

 

２ 保津川条例

制定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 府道王子並

河線のＪＲ大井

踏切の拡幅と南

側交差点につい

て 

 

 

 

 

 

 

４ 市道中矢田

篠線の亀岡ＩＣ

までの延長工事

について 

亀岡市では、プラスチックごみゼロ宣言がなさ

れ、スーパーにおけるレジ袋有料化が始まった。

エコバックの今後の普及について問う。 

（１）亀岡市として、エコバックの普及のために

どのような施策を行うのか。 

（２）スーパーで有料のレジ袋が販売されている

が、レジでエコバックを購入したり、レンタ

ルするような指導は考えているのか。 

 

保津川流域のごみ放置をなくすため、保津川条

例制定について問う。 

（１）ごみの不法投棄やバーベキュー後のごみ放

置等をなくすため、保津川条例の制定は考え

ているのか。 

（２）本議会において一部改正案が提出されてい

る保津川水辺公園に、バーベキュー場がつく

られたが今後、ほかの地区でもつくられる予

定はあるのか。 

 

府道王子並河線のＪＲ大井踏切と南側交差点

の改善について問う。市民の多くが往来するＪＲ

大井踏切の道幅が狭く、車両が行き違いする際に

は、人の歩くスペースがなく、危険な状態が続い

ている。 

（１）亀岡市として、ＪＲ西日本と協議を行って

いるのか。 

（２）南側Ｔ字路の交差点では、南向右折車が踏

切と交差点で重なり進行しにくい状況であ

るが、改善策は。 

 

国道９号の渋滞緩和のための道路として期待

されている、市道中矢田篠線の延長工事の進捗に

ついて問う。 

（１）亀岡ＩＣにつながる道路の計画の進捗は。 

（２）亀岡ＩＣから千代川ＩＣまでの側道計画は

あるのか。 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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9 三上  泉 

9 月 11 日(水) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 桂川市政の

４年間について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桂川市政になって４年が経過した。４年前の選

挙公約「かめおか・未来・チャレンジビジョン」

には、「住みよさランキング府内１位をめざしま

す」と書かれている。市長は、８月２６日の定例

記者会見において、１期目の公約達成度について

聞かれ、「公約の７１％は完成し、１６％が一部

達成、１３％が取組中」と評価された。 

（１）２０１９年版の全国自治体別住みよさラン

キング（三菱ＵＦＪ不動産販売調査による）

を見ると、府内１５市の内、住みやすさは総

合で１４位（全国順位は６５９位）となって

いる。このことは公約達成度にどの程度反映

しているのか。 

（２）学校等への空調設置、こども医療費助成制

度拡充など施策は進んだが、ようやく他市町

村に追いついた状況であり、暮らしへの支援

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コミュニテ

ィバス・デマン

ド交通等の財源

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校給食に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策の切り下げ、中学校給食の未実施、市民の

スポーツ・文化ニーズに対応しきれていない

など、市民の「しあわせ度」は他市に比べる

とさほど上がっていないという市民の声も

多い。こういった市民の感覚をどのように捉

えているのか。 

（３）スタジアム、オリンピック、大河ドラマな

どは亀岡の知名度を上げ、集客・にぎわいを

生み出すことにはなっても、そこに住む市民

の「しあわせ度」を上げることにはつながっ

てはいないのではないか。予算の使い方はこ

れでよかったのか疑問に思うが所見は。 

 

特別交付税措置を活用している県・市町村がた

くさんある。「昭和五十一年自治省令第三十五号」

が法令根拠（上位法はなし）である。これを利用

すると、自治体が補填している赤字分の５分の４

が交付される。都道府県が該当年度の照会を市町

村にかけ、市町村からの回答を都道府県が国に提

出し、国からの特別交付税が市町村に交付される

仕組みであり、多くの県で申請をして交付されて

いる。 

（１）この制度の存在を知っているのか。 

（２）京都府に問い合わせをしたところ、京都府

も存在を知らなかったようで現在調査中で

ある。市としても京都府に働きかけるべきで

はないか。 

（３）この制度を活用することができれば、コミ

ュニティバスの運行、路線の拡大などが可能

になるのではないか。 

 

 社会状況の変化により、今日における学校給食

の役割はますます重要になっている。多くの市区

町村で、大規模調理場をやめて自校給食あるいは

親子方式・兄弟方式の給食に移行している。また、

中学校給食では、京都府内でもデリバリー弁当方

式から全員制の中学校給食に舵を切り替える市

町が増えてきた。いよいよ、学校給食の見直しは

待ったなしである。 

（１）学校給食の今日的意義について、以下の観

点（またはそれ以外でも）から、どのように

考えているか。 

①児童生徒の心身の発達に必要な栄養の摂取

は。 

②経済的困難家庭への支援を全国等しく行う

ことについてはどうか。 

③地産地消等による地域産業の推進は。 

④食の楽しさ、食への理解など全生徒への食育 

推進は。 

⑤安全安心な食の提供は。 

（２）大規模調理場１つだけの方式でのリスクを

どう考えるのか。 

（３）学校給食法や食育基本法に基づく給食の意
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４ 幼児教育・

保育の無償化に

伴う施策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義、また、以前とは比べ物にならないほど、

年々進化・発展している学校給食の実績につ

いて、子どもや保護者にどのように理解して

もらっているのか。 

（４）遅くまで残しての完食の強要等、強引な指

導は絶対にあってはならないと考えるが、市

内の学校ではされていないか。 

（５）貧困と格差が広がっていると言われる今

日、就学援助の対象となる学校給食が、ある

所とない所があること自体、教育の平等性が

損なわれており、問題であるという論調が高

まっているが所見は。 

（６）心身の成長が著しい中学生の時期における

栄養摂取と学校給食のかかわりを所得階層

別に調べたデータでは、明らかに低所得者層

ほど給食の有無による栄養摂取の差が激し

い。すべての中学生の健全な心身の成長のた

めにも亀岡市は中学校給食を一刻も早く具

体化すべきではないか。 

（７）京都府内でも、また全国的にも、学校給食

の無償化に取組んでいる市町村が増えてき

ている。実態をどの程度把握しているか。 

 

 １０月から始まる幼児教育・保育の無償化は、

国の施策として当然行うべきものと考えるが、財

源を消費税に限定していることが極めて問題で

ある。①逆累進性が高い、②一時的な負担軽減に

しかならない、③さらなる充実にはさらなる消費

税増税が必要、などの根本的な問題があり、無償

化と言えば聞こえがいいが、ますます格差が広が

る懸念が大いにある。また、副食費の実費徴収に

ついては、各自治体がさまざまな対処の仕方を模

索している。食べる物は個人負担という考え方を

するのか、それに対して、児童福祉法にのっとり

食事を与えることも保育そのものであるという

本来の保育の考え方、また、食育基本法に基づき、

食べることは生きることそのものであり教育・保

育の基本であるので公的負担を目指すという考

え方をするかが問われている。また、無償化の財

源は市町村が負担することになるが、基準財政需

要額に盛り込まれるため交付税で返ってくる。市

費で保育料を減免していた部分は新たな財源と

なるはずである。これを有効に活用すれば、幼児

教育・保育のさらなる充実を図ることも可能であ

る。 

（１）消費税を財源に限定した今回の無償化施策

についての所見は。 

（２）これまでの保育料減免対象世帯への副食費

徴収の考え方は。 

（３）副食費の無償化について、京都府内または

全国的な動向を把握しているか。 

（４）副食費を徴収しないとすると市の負担はど

の程度増えるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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（５）今回の無償化に伴い活用できる新たな財源

はどの程度と見込まれるか。 

（６）副食費の公費負担など、さらなる充実に向

けて活用すべきではないか。 

 

10 大塚 建彦 

9 月 11 日(水) 

13:15～ 

 

※一問一答 

 

１ 超高齢社会

の到来に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 武道場の畳

の入れ替え、補

修について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 駅前再開発

事業について 

 

国は、平成１７年４月の介護保険制度の見直し

に伴い、地域包括ケア体制を支える地域の中核機

関として、地域包括支援センターの設置を定め

た。亀岡市においては、平成３０年度から高齢者

等の支援を強化する目的で、７カ所の日常生活圏

にセンターを設置し、事業運営を業務委託してい

る。 

（１）包括的支援事業経費の運営経費のうち、亀

岡市の委託料の算定根拠は。 

（２）指定介護予防支援に係る介護予防サービス

計画費（介護報酬）の作成経費は。 

（３）事業の運営に際し、法人からの大幅な繰入

金が認められる包括支援センターがある。健

全で安定的な運営のため、亀岡市は委託料の

見直しや助言等を行うのか。 

（４）平成３０年度から、事務所を併設する場合

は家賃等の運営経費が新たに加算されてい

る。本来、家賃は定められた委託料の中から

支払うべきとの意見があるがどうか。 

（５）会計検査院の見解によると、令和３年から

実際の運営費より事業収益が出た場合は返

金対象になるとのことである。亀岡市の見解

は。 

 

文部科学省は平成２０年３月２８日に中学校

学習指導要領を改訂し、保健体育の授業において

武道とダンスが必修となった。武道は、柔道・剣

道・空手から選択することとなっているが、その

中でも柔道を選択する生徒が多い。 

亀岡中学校は市内で唯一武道場があり、学校体

育だけでなく、社会体育の一環として小・中学生

を対象に、柔道教室を週２回開催している。 

（１）柔道で使用する畳は、平成７年の新体育館

竣工以来、新調・補修がなされていないため、

傷みが激しく生徒の安全な使用が困難にな

っている。生徒が安心して柔道に取組めるよ

う畳の新調・補修をお願いしたいと考えるが

どうか。 

（２）亀岡運動公園体育館は、令和元年度事業で

空調設備を完備し、全国規模の柔道大会開催

の招致が可能となる。京都府におけるスポー

ツ＆ウェルネス構想を充実させるためにも、

国際規格の畳を準備し、亀岡市に全国規模の

大会を招致する考えは。 

 

亀岡駅南周辺地域の都市再生整備計画事業に

ついては、本年度予算で１千万円が計上され、基

本計画の策定が始まりつつある。以前から、亀岡

市長 

所管部長 
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４ 環境対策事

業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 南郷池の水

草について 

 

 

駅前商店街振興組合等が中心になり、コンパクト

シティ構想等について、行政と話し合いがなされ

てきた。 

中心市街地として、亀岡駅南周辺地域開発に

は、亀岡市の象徴的役割がある。 

（１）計画されている事業内容のうち、高質空間

形成施設整備の概要は。 

 

亀岡市土づくりセンターから発生する臭気に

ついて、地元のみならず周辺地域から、拡散する

臭気の改善を求める要望が地域こん談会等で毎

年取り上げられている。 

亀岡市は、臭気対策として令和元年６月から微

生物を使った臭気対策実験を実施している。 

（１）実施概要は。 

（２）実験の実施に係る費用は。 

（３）実験の効果は。 

（４）同施設に隣接する豚舎からの臭気に対して

も対策が必要であると考える。市の見解は。 

（５）旭町印地区の臭気問題の解決に向けた事業

者・保健所・南丹市への対応は。 

 

令和元年６月議会において、南郷池の魚釣りに

ついて質問した。南郷池は８月末現在、池一面が

水草のヒシで覆われており、魚釣りができる状態

ではない。専門家によれば、ヒシは水質浄化作用

や酸素の発生による地球温暖化対策への効果な

ど、すばらしい面もあるが、豪雨により流出し、

出口の春日小橋で堆積すれば、南郷池の水があふ

れる危険性も指摘されている。 

（１）亀岡市としての対応策は。 
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11 松山 雅行 

9 月 11 日(水) 

14:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 安全な通学

路確保について 

 

 

 

 

 

２ 学校教育環

境の整備ついて 

 

３ 防災対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子育て支援

について 

通学路やガードレールのない道路で、歩行者に

向かって車が突っ込むなどの痛ましい事故の抑

止対策について問う。 

（１）市道川関小林線の速度抑制や規制、歩道の

拡幅に向けての地域の方との協議状況はど

うか。 

 

千代川小学校校舎の増築計画について問う。 

（１）現在の計画の具体化はどうか。 

 

本市で昨年に起こった災害を知らない子育て

ファミリーが、今後増加していくものと考えられ

るが、災害時のサポートと災害が起こる前の事前

の周知状況について問う。 

（１）災害時に必要な備蓄品として、乳児用液体

ミルクを導入する考えは。 

（２）子育てファミリーのための防災ハンドブッ

ク導入に向けての考えは。 

 

「子育て・教育で憧れのまち」亀岡をつくって

いくために、子育て世代を応援する仕組みの充

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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実、ひとり親家庭への補助、妊娠から出産、子育

てまでワンストップで行えるＢＣｏｍｅ＋（子育

て世代包括支援センター）のサポート状況につい

て問う。 

（１）子育て用品のレンタルを、本市でも市内在

住の方を対象に行うのはどうか。 

（２）市役所前の交差点からＢＣｏｍｅ＋へ入る

際に、歩行者やベビーカーの方が通行しやす

いように交差点から真っ直ぐ入口までつな

げてはどうか。 

（３）ＢＣｏｍｅ＋に在籍するスタッフの中で、

社会福祉士を配置してどのような役割を担

ってもらっているのか。 

（４）産前・産後の相談も含め、ＢＣｏｍｅ＋へ

相談される一世帯当たりの件数はどうか。 

（５）相談の問合せやＢＣｏｍｅ＋に足を運んで

いただくための工夫はどうしているのか。 

（６）ひとり親家庭に対してＢＣｏｍｅ＋として

のサポート内容は。 

（７）養育費についての相談件数はどのように推

移しているのか。 

（８）養育費の取り決め内容の債務名義化を促進

するため、公正証書作成促進補助金につい

て、本市でも導入する考えは。 

（９）子どもの貧困対策法が改正され、市町村で

も計画策定の努力義務を課すとあるが、本市

の計画策定状況は。 

 

 

12 並河 愛子 

9 月 11 日(水) 

14:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 消費税増税

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安倍首相は本年１０月から消費税を１０％に

引き上げるとしている。２０１４年に消費税が

５％から８％に引き上げられた時点から見ても

現状は深刻な状況と言わざるを得ない。これ以上

の負担には耐えられないと過半数の国民が増税

反対という世論調査も発表されている。 

（１）市民への聞き取りでも増税反対の意見が多

いが、市民への影響についての所見はどう

か。 

（２）今回２０１９年分の住民税（均等割）が課

税されていない方（一部制限有り）と、２０

１６年４月２日から２０１９年９月３０日

までに生まれたお子様がいる世帯では、プレ

ミアム付商品券を購入できるとしているが、

申請状況はどうか。また、対応される店舗数

はどうか。 

（３）新しく導入される税率は８％と１０％の税

率で、事業者に混乱が生じる恐れがある。ま

た低所得者等に対するプレミアム付商品券

等の対応がされているが、将来的に負担増と

なる。今の時期に増税すべきでないとする増

税反対の意見は過半数を超えている。増税中

止を求めるべきではないか。 

 

 

市長 

所管部長 
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２ 生活保護行

政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 安全な道路

行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ コミュニテ

ィバス運行につ

いて 

貧困と格差が広がる中、社会保障の一つである

生活保護制度の充実が求められる。 

（１）昨年に続き、生活保護制度が本年１０月に

改正される。今でもぎりぎりで余裕がないと

言われているが利用者、市民への影響はどう

か。 

（２）医療券発行について、利用者の半分は高齢

世帯である。医療券が必要な時はバスや電車

を使い、体調が悪い時はタクシーを使うなど

苦労をして市役所までとりに行かれる。 

健康保険証のような医療券を発行すべきで

あると考えるが所見は。 

（３）窓口対応について、利用者が相談でおとず

れた場合、他人に聞かれたくない内容もあ

る。窓口対応では困る場合もあり、改善が必

要と思うがどうか。 

 

安心安全の道路整備は不可欠である。子どもた

ちが通う通学路の整備は欠かせない。府道王子並

河線で特に前脇橋から大井踏切間は車両の往来

も多い。以前、緑のラインで歩道としていたが、

狭すぎて充分な道路幅となっていない。通学路だ

けでなく生活道路となっているため高齢の方は、

より過ぎて溝に落ちてけがをすることもあり改

善が求められている。 

（１）現状認識はどうか。また、道路側溝へのグ

レーチング設置等安全対策の考えはどうか。 

大井踏切は、以前小学生の通学路になっていた

が現在は並河駅地下道を利用されている。しかし

生活道路の一部でもある。車両が上下線で行き交

うため、人の通行が厳しく大井踏切の改善の要望

がある。これまで歩いていて踏切内で低い所に落

ちた人もあり、安全面からも改善が求められる。 

（２）現状認識と改善策はどうか。 

 

高齢者にとって公共交通は欠かせない。運転免

許証を返納したいと思うが、代わりの足確保がで

きないと躊躇されている方も少なくない。いま市

内全域での公共交通の充実が求められている。 

（１）コミュニティバスの延伸について余部町経

由のバスをＪＲ並河駅まで延伸してほしい

との要望がある。現状認識はどうか。 

高齢者の移動手段の確保及び外出促進等を目

的として、高齢者及び運転免許証返納者を対象

に回数券方式の敬老乗車券が販売されている。

販売状況を見てもコミュニティバスが運行され

ている地域とそうでない地域は歴然とした差が

出ている。 

（２）免許返納者への支援はどのように考えて

いるのか。また、バス利用ができるように

改善が必要であると考えるが、今後の計画

はどうか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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13 浅田 晴彦 

9 月 11 日(水) 

15:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 川東地域の

課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防災、減災

について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子育て、学

校教育について 

 

 

 

川東地域の課題と現状への対応について問う。 

（１）市道池尻宇津根線における「交差点注意」

「通学路注意」等の路面標示の補修は。 

（２）市道池尻宇津根線の川東学園から府道宮前

千歳線までの間のゾーン３０の規制は可能

か。 

（３）安全な通学路確保及び街路灯設置の進捗状

況は。 

（４）京都スタジアム運用開始に伴う川東地域の

交通安全対策は。 

（５）カラス捕獲、駆除対策の現状及び今後の取

組みは。 

（６）川東地域における自然災害時の安全対策

は。 

（７）「丹波ＮＥＷ風土記の里」整備構想の具現

化に向けた参考例と構想に対する提言は。  

 

災害発生時の備えをどうしていくのかが重要

課題だと考える。 

（１）今年連続して接近した台風第８号、第９号、

第１０号の被害状況は。 

（２）災害時、要支援者に対する避難開始までの

個別対応の方法は。 

（３）警戒レベルに関するチラシを全戸配布する

ことはできないか。 

 

年齢に関係なく、今社会問題になっているひき

こもりの考え方と取組みについて問う。  

（１）教育研究所で開設されているやまびこ教室

及びふれ愛教室に通う児童生徒数は。 

（２）適応指導教室に通う児童生徒数は増加傾向

にあるのか。 

（３）適応指導教室から各学校へ復帰できた生徒

の実例はあるのか。 

 

市長 

副市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

14 竹田 幸生 

9 月 11 日(水) 

16:30～ 

 

※一問一答 

 

１ スポーツ合

宿を観光と捉え

る事について 

 

 

 

 

 

 

２ ＪＲ千代川

駅バリアフリー

工事進捗につい

て 

 

３ 窓口業務に

おける外国人対

応について 

 

亀岡市は地理的に見て交通の利便性が良く、自

然豊かなまちである。既存の宿泊施設や今後建設

予定の宿泊施設等を活用して、観光の一環とし

て、外部からのスポーツ合宿の取組みも考えられ

る。 

（１）亀岡市におけるスポーツ合宿の現状はどう

か。 

（２）今後、積極的に取組んではどうか。 

 

バリアフリー基本構想に基づき事業が進めら

れているが、現在工事が休止しているように見え

る。 

（１）本年度予算における工事の進捗は。 

 

外国人に対して、行政窓口での事務手続きや制

度説明、市立病院での医療通訳等、語学及び通訳

の対応が求められることが多くなっている。 

（１）日本語を話せない外国人に対して、各窓口

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ 西部地域消

防施設整備につ

いて 

 

 

 

 

 

５ 自然豊かな

千々川について 

 

 

 

 

 

 

 

６ 人に優しい

道路行政につい

て 

共通の対応マニュアルはあるのか。 

（２）市民課や国保、子育て窓口及び市立病院で

の窓口や受診時の医療通訳等の現状は。 

 

西部地域の消防施設整備について、多くの質問

がされ、広域的な中での整備も認識されている。 

（１）西部地域での出動状況はどうか。 

（２）出張所とは予算も含めてどのような施設で

あるのか。 

（３）分署とは予算も含めてどのような施設であ

るのか。 

 

千々川は水生動物も豊かであり、蛍が桂川との

合流地点あたりまで飛び交っている川である。今

後、官民一体となり、多くの蛍が見られる取組み

が必要と考える。 

（１）本市で蛍に関して取組みがされた例はある

のか。 

（２）地球環境子ども村や千代川小学校で、繁殖

の取組みを行ってはどうか。 

 

道路横断中の事故を防ぐためや歩行者の安全、

利便性を考え、国道９号には陸橋や地下道が設置

されているが、交通弱者には使い勝手が良いとは

言い切れない。近年、横断歩道の中心線上に点字

ブロックを設置しているところも増えてきてい

る。 

（１）亀岡市内の国道９号には、陸橋や地下道は

何箇所あるのか。 

（２）（１）の陸橋や地下道に対して、横断歩道

があるのは何箇所か。 

（３）市内の国道、府道、市道で横断歩道上に点

字ブロックが設置されているのは何箇所か。 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

15 奥野 正三 

9 月 12 日(木) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 防火の取組

みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 災害復旧に

ついて 

京都アニメーション第一スタジオが放火され、

３５人が死亡、３４人が重軽傷を負った。この火

災から改めて本市の防火に対する施策について

問う。 

（１）保育所、幼稚園、小・中学校の防火対策は。

また避難訓練は。 

（２）病院・福祉施設の防火対策は。また避難訓

練は。 

（３）各事業所・工場の防火対策は。また避難訓

練は。 

（４）共同住宅・マンションの防火対策と火災報

知器の設置状況は。 

（５）飲食店等が入っている複合用途ビルの防火

対策は。また避難訓練は。 

（６）この火災から本市の防火に一層の注意喚起

が必要と考えるがどうか。 

 

昨年の７月豪雨や台風の災害復旧が進み、完成

している所もあるが、未だ手付かずの所もある。

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 環境行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

未完成箇所の今後の対応について問う。 

（１）畑野町・閉亀川の砂防堰堤の整備計画は。 

（２）千ヶ畑川の護岸工事の計画は。 

（３）本梅川は一部修復されたが、未完成箇所の

整備計画は。 

（４）宮前町宮川地区細谷の崩落地の修復計画

は。 

（５）東本梅町大内から宮前町神前へ通じるさく

ら峠の改修計画は。 

（６）本梅町平松区の砂防堰堤の整備計画は。 

 

世界でプラスチックごみの廃棄が問題となり、

日本も海外へプラごみの輸出をしていたが、それ

ができなくなり自国での処理となった。本市は平

成２６年１０月からプラスチックごみの分別回

収を始め約５年が過ぎることから、ごみ収集に関

わる環境行政について問う。 

（１）プラスチックごみ分別回収による効果は。 

（２）埋め立てごみの減量による埋立処分場の延

命年数は。 

（３）プラスチックごみの最終処分方法とその再

生率は。 

（４）焼却処理量とその熱エネルギーの利用は。 

（５）現在のごみステーション数を増やしてはど

うか。 

（６）高齢化が進む中、ごみの戸別収集を導入す

る考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 木曽 利廣 

9 月 12 日(木) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 京都スタジ

アムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 環境行政に

ついて 

市民の期待が高まっている京都スタジアムの

完成が近づいているが、交通シミュレーションに

ついて問う。 

（１）京都府・亀岡市の交通量調査の結果を踏ま

えて、本市としてどのように分析して対応策

を考えているのか。 
（２）調査結果では、国道９号を中心とした交通

量の混雑状況への対応となっているが、計画

している内容で対応可能と考えているのか。 
（３）市民の生活道路、市道北古世西川線、市道

中矢田篠線、府道王子並河線についての対応

は考えているのか。 
（４）混雑緩和のための、大井ＩＣ、千代川ＩＣ

利用の対応は。 
（５）今回の調査は、基本的に公共交通機関（特

にＪＲ）の利用を考えての観客誘導となって

いるが、本市の考えは。また関係機関との協

議は。 
（６）サッカー、ラグビー等の開催時の誘導員（ガ

ードマン）は、本市でなく主催者が責任をも

って対応するという認識でいいのか。また、

京都府と協議しているのか。 
 

平成３０年１２月１３日に、本市と市議会が共

同で「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」を行

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 新火葬場整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教育行政に

ついて 

った。多様な生態系を育む「保津川」から、地球

規模の問題となる海洋プラスチック汚染の解決

に向けた取組みになるよう、「世界に誇れる環境

先進都市」実現のための取組みについて問う。  

（１）プラごみ宣言に係る関係者への説明の状況

は。（亀岡市商店街連盟・亀岡商業協働組合

等） 
（２）エコバッグ等の持参状況及びレジ袋の削減

の取組みの現状は。 
（３）レジ袋有料化実施以降の協定書参加企業の

現状と不参加企業への働きかけは。 
 

全国的に火葬需要が増加傾向にある中、本市に

おいては平成３０年度の火葬件数は約９００件

であるが、近い将来千件を超えると予想されてい

る。また、現火葬場も大規模改修から約２０年が

経過して経年劣化が目立ち、新たな整備が必要と

なり、平成２９年に「新火葬場整備構想」がまと

められた。この構想を踏まえつつ、亀岡市新火葬

場整備基本計画が定められたところであるが、今

後の計画について問う。 

（１）新火葬場整備基本計画策定にあたり、プロ

ポーザル方式による事業者選定を選択した

メリット、デメリットは。 
（２）ＰＦＩを導入した経緯と財政負担の検証

は。 
（３）平成１５年国土交通省大臣官房から、受注

者のＰＦＩ事業への参画・関与の制限のガイ

ドラインが示されているが、どのような内容

なのか。 
（４）京都府ＰＦＩ事業導入指針が京都府ＰＦＩ

事業推進委員会から出ているが、どのような

内容なのか。 
（５）ＰＦＩ事業を初めて導入する上で、本市の

留意点を十分検証すべきと考えるがどうか。 
 

令和２年４月実施に向けて学校規模適正化が

進められているが、各学校対応について問う。 

（１）各学校の受け入れ状況と通学路の安全対策

の状況は。 
（２）通学区域の変更地域の説明は十分できてい

るのか。 
（３）短期的に対応する内容と中長期的に対応す

る整備内容及び予算確保は。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

所管部長 

17 小川 克己 

9 月 12 日(木) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 新たな乗船

場計画と周辺の

まちづくりにつ

いて 

 

 

 

 

京都スタジアムを核とした、ＪＲ亀岡駅地区と

亀岡北部地域を結ぶ新たなにぎわいとなる、月読

橋下流右岸側に保津川下りの乗船場が計画され、

府文化スポーツ部において、展示館や乗船場につ

いて測量調査が行われたと聞き期待が膨らむと

ころである。本市の所見について問う。 

（１）運行の実施主体は、どのように考えている

のか。 

市長 

所管部長 
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２ ガレリアか

めおかの駐車場

整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 世界に誇れ

る亀岡のまちづ

くりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）展示館とは、どのようなものか。 

（３）周辺の道路整備等のまちづくりをどのよう

に考えているのか。 

（４）地元千代川地域や西部地域、川東地域等に

ある観光資源との連携は。 

 

道の駅を併設しているガレリアかめおかは、本

市において今ではなくてはならない施設であり、

市内外から多くの方が訪れ利用されている。混雑

時には駐車場が満車で周辺道路まで車があふれ

ている。 

（１）現状を踏まえ、駐車スペースについてどの

ように考えているのか。 

（２）大きなイベントが終わると一斉に車が出庫

し、渋滞が発生する。一部条件を満たす際に

は、地下駐車場北出口を開放しているが、国

道９号に出る信号機に、補助信号右折矢印を

付けることや、出口動線の明示などを工夫す

れば、渋滞が緩和されると思うが、所見は。 

 

世界に誇れる環境先進都市を目指している亀

岡市は、亀岡市民憲章の前文にあるように世界に

誇れるまちである。京都スタジアムの竣工を迎

え、念願の明智光秀公を主人公とした大河ドラマ

が放映され、大河ドラマ館も開設され歴史ファン

からも注目をあびると考える。今こそ、亀岡の歴

史遺産や伝統文化、芸術や芸能を守り伝えて、同

時に市内外に発信していかなければならない。 

（１）市として把握している先人を顕彰する会は

いくつあるのか。 

（２）（１）の事務局の運営や、それぞれの連携

など現状をどうとらえているのか。  

（３）亀岡市民憲章は、教育の場や市民にどれだ

け根付いていると考えているのか。   

（４）亀岡市内には、まだまだ隠れた重要な古文

書や歴史的にも貴重な文化財がある。積極的

に収集や分析を行い、学芸員や学生などを中

心とした「かめおか歴史発見隊」と銘を打っ

て広報をし、貴重な資料が失われないよう調

査してはどうか。 

（５）新修亀岡市史全８巻を、ふるさと納税の返

礼品に入れるなど、歴史ファンや亀岡出身者

の方々にもＰＲしてはどうか。 

（６）今月７日まで、京都市内では国際博物館会

議が開催されていた。本市では、新資料館構

想が策定されている。 

①亀岡の文化・歴史の調査、保存、展示を後世

に伝える拠点となる資料館（博物館）は、い

つを目途に具現化しようと考えているのか。 

 ②具現化に向け新資料館構想を元に、文化資料

館友の会や、顕彰会、芸術家、観光関係者な

ど幅広く市民の声を聴くために「亀岡市民文

化フォーラム」のようなものを開催し、次世

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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代につなぐ歴史と文化、将来にわたり持続可

能な館の運営の拠点施設となることを願う

が、所見は。 

 

18 赤坂マリア 

9 月 12 日(木) 

13:15～ 

 

※一問一答 

 

１ 湯の花温泉

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 亀岡市民の

健康について 

 

 

 

 

 

 

三大観光の１つである湯の花温泉について問

う。 

（１）市道湯ノ花温泉線の路面が非常に悪い状態

で、観光地としてふさわしくない状況である

と考えるがどうか。 

（２）湯の花温泉街への入り口付近に、観光地と

してふさわしくない資材ごみが置かれてい

るなど、全国の温泉地の中でもひどい状態だ

と感じるが、所見は。 

（３）８月末に市道湯ノ花温泉線の草木が覆い茂

り、標識が見えなくなっていたので、地域住

民が草刈りや伐採を行った。市としてのチェ

ック機能はどうなっているのか。 

（４）芦ノ山の団地入口に土のうが積んである

が、雨の日には水路から土砂などがあふれ、

市道に流れ出ている。いつになったら改善す

るのか。 

（５）湯の花温泉付近の国道３７２号を含むさま

ざまな場所が未整備であったり、また、市道

湯ノ花温泉線沿いの灯籠が統一されていな

かったりするが、所見は。 

各旅館は頑張っておられる。問題なのはエリア

としての機能性と環境面であると考える。 

（６）ゆっくり観光する場所や、温泉とつなげる

観光地が少なすぎると感じるがどうか。 

（７）湯の花温泉エリアに、道の駅や文化資料館

などを整備して、観光客が楽しめる場所づく

りをしてはどうか。 

（８）今後、湯の花温泉をどのようにＰＲしてい

くのか。 

（９）地元が動いてから、市が後押しするのでは

なく、連携して観光地発展のために力を注い

でほしいと考えるがどうか。 

（１０） 市民から「気軽に温泉を利用したい」

との声がある。高齢者の居場所づくりとも合

わせて、旅館と協力して、亀岡の高齢者が気

軽に使用できる仕組みづくりをしてはどう

か。 

（１１）湯の花温泉のさまざまな問題について、

市長の所見と今後の対応は。 

  

市民の暮らしを考えたときに、がんについて見

直さなければならないと強く感じる。私自身、大

事な人をたくさんがんで亡くした経験もあり、が

ん撲滅の団体を立ち上げて活動をしているが、行

政と一体となって取組まなければならない問題

であると考える。 

（１）現在の本市の大腸がん検診受診率は。 

（２）本市の大腸がんの罹患数や死亡数などの現

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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状は。 

（３）行政としての啓発活動などの取組みは。 

（公財）福井県健康管理協会県民健康センター

の松田一夫先生、大腸がんの権威である京都府立

医科大学の吉田直久先生は、国の最新の動きや医

療の最先端の話などを聞いた。 

（４）先生方から、「誰がどこでいつ受診したか

把握する必要がある。亀岡市民は他の地域と

比べて健康意識が低い」と言われたが、所見

は。 

（５）検査にはお金がかかるため、受診できる人

とできない人が出てきてしまうが、所見は。 

青森県や秋田県では、国がテスト的に大腸の内

視鏡の検査費用を補助している。そのおかげで死

亡率がかなり低くなった。本市としてもあらゆる

ケアをしていく必要がある。 

（６）市民の大切な命を守るために、亀岡市とし

てしっかり啓発してもらいたいが、市長の所

見は。 

 

19 西口 純生 

9 月 12 日(木) 

14:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任期１期目、３年半を経過して積極的な市政運

営を推進してこられ、成果を挙げられていること

は承知している。これからの亀岡の新時代に向け

て、さらに飛躍させる亀岡のまちづくりに大きな

期待を寄せている。そこで市長の政治姿勢につい

て問う。 

（１）新時代亀岡を迎えるにあたって抱負は。 

（２）亀岡の防災・減災による市民の安全確保に

ついて、私たちが一番恐れているのは経験の

ない大地震の怖さである。過去の災害の歴史

を見ても、極限の状態においてどう対応でき

るか、想定されるマニュアルを考える必要は

ないか。 

（３）京都府は、亀岡地域の桂川整備の第一弾と

して、亀岡の「かすみ堤」４カ所を１メート

ル嵩上げすると発表した。そこで以下の点に

ついて確認する。 

①内水処理の所管は京都府なのか、亀岡市なの

か。 

②排水施設の設置場所、排水能力、事業予算等、

その計画の進捗が見えないのは、今回、１メ

ートル嵩上げしても必要がないと見ている

のか。 

③京都府の嵩上げ進捗に合わせた準備を進め

ることについては、間違いないか。 

（４）京都スタジアム活用の関連事業推進でスポ

ーツ振興、地域の活性化につなぐ事業とし

て、以下の点について問う。 

①東京オリンピックのキャンプ地候補として、

ラグビーの発祥の国、英国への要請を推進し

てきたが、工事が順調に進み、完成時期、オ

ープニング日程など、環境は整ってきている

現況は伝えてあるか。また、キャンプ地誘致

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 幹線道路整

備促進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 文化財と観

光振興について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教育行政に

ついて 

 

 

 

への可能性についての所見は。 

②京都スタジアム利用者の混雑防止について、 

施設内の各階トイレの数はどうか。また、ト

イレの混雑防止解消の手立ては。 

③ＪＲ亀岡駅帰還者の混雑防止を考え、時間ず

らし対策として、経済効果推進計画は。 

（５）大嘗祭の生産地として亀岡の地でも神事が

行われた。何百年に一度の歴史的な出来事で

あり、亀岡の活性化につなぐことができない

か、以下の点について問う。 

①生産地として農産物生産の振興を図り、さら

なる農業振興につなぐことはできないか。 

②歴史的なことであり、文化資料館でも大嘗祭

の紹介も含めて、学ぶ機会を作ってみてはど

うか。 

 

京都スタジアムの運用が始まると道路の渋滞

緩和が喫緊の課題となることは必至である。府道

亀岡園部線千歳北工区は本年度で開通する見通

しがついた。これらの車を分散させる必要性、重

要性について問う。 

（１）宇津根橋改修の完成予定が示されてきた。

これに応じた幹線道路の整備が最も重要で

ある。桂川右岸堤防の市道保津宇津根並河線

の拡幅とＪＲ亀岡駅北口乗り入れの早期完

成は不可欠である。どの法線になるのか見解

を求める。 

 

保津八幡宮本殿がこの１０月１日に改修し、竣

工式が行われる。寛永文化を彩る極彩色を施した

日光東照宮に見られる荘厳華麗な姿を原型とし

て、八幡宮も生まれ変わった。そこで、以下の点

について問う。 

（１）京都府の重要文化財の指定を受けている亀

岡の建造物は亀岡全域でどのくらいあるの

か。 

（２）これら由緒ある神社仏閣を亀岡の文化財と

して広く認識して観光資源の１つに取り入

れることができないか。 

（３）亀岡祭や佐伯灯籠はよい事例であるが、他

にも優れた亀岡の祭り文化がある。保津の火

祭りも全国でも珍しい火祭りの形の一つで

あり、地域で育んできた祭りの伝統文化は保

存継承の意義がある。祭りは広報の仕方次第

で大きく人を動かす力を持っていると思う

が、活性化させる事業推進についての所見

は。 

 

小規模特認校制度実施で新たな教育のあり方

についての努力に敬意を表したい。そこでそれぞ

れの地域性を持つ特色ある教育について問う。 

（１）保津小学校の特認校について、英語に強い

学校教育という触れ込みで大きく報道され

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

所管部長 
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５ マイナンバ

ー制度について 

た。しかし地域こん談会でもチラシを見ても

インパクトがないと問題提起があった。どん

な形で英語に強い学校とするのか、地域こん

談会で出た意見を踏まえ、見解を求める。 

（２）遠隔地の特認校、東・西別院小学校への通

学の安全確保について、安全でより通学しや

すい環境を整えるべきである。すなわち、通

学者の自宅近くのバス停までスクールバス

で送迎してあげる配慮が不可欠であると考

えるが、見解を求める。また、必要であると

するならば、予算措置についても市長の見解

を求める。 

 

 マイナンバー制度について問う。 

（１）マイナンバーカードの普及率は。 

（２）登録の必要性についての市民の認識度は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

20 菱田 光紀 

9 月 12 日(木) 

15:00～ 

 

※一問一答 

 

１ エコバッグ

の普及充実につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「光秀公の

まち亀岡ＰＲ特

別大使」導入に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市は、環境先進都市を目指し、また保津川の

景観を守るためレジ袋廃止を目指し取組みを進

めている。 

（１）レジ袋廃止に向けた現在の取組み状況はど

うなっているのか。 

（２）大型店の取組み状況は。 

（３）コンビニの取組み状況は。 

（４）商店街の取組み状況は。 

（５）亀岡市直売所連絡協議会会員店舗の取組み

状況は。 

（６）商店街や農産物直売所で取組みにくい要因

は何だと感じているか。 

（７）例えば、店舗周遊スタンプラリーを実施し

て、ポイントが貯まれば会員店舗提供の商品

が当たるなど、楽しみながらエコバッグ普及

に取組んでもらえる仕掛けを考え提案すべ

きではないか。 

 

 市内のタクシーに「光秀公のまち亀岡ＰＲ特別

大使」に任命された「戦国ＶＴｕｂｅｒ明智光秀」

が描かれ、大河ドラマ「麒麟がくる」の放送を先

取りして明智光秀が築いたまち亀岡をＰＲして

いる。 

（１）そのキャラクターは、どこから見つけたの

か。その正体は何者か。 

（２）今回実施のタクシーラッピング経費は、ど

れほどか。 

（３）他市町でも観光に利用できるものなのか。 

（４）市内の商業者が、「光秀公ゆかりの地」亀

岡の特産品開発にパテント使用できるのか。 

（５）これをバスにラッピングする計画は。 

（６）京都市バスにラッピングして京都市内で亀

岡観光のＰＲに使ってはどうか。これによっ

て「もう一つの京都・亀岡」を大きくＰＲで

きるのではないか。ラッピングバス導入時の

経費や条件は。 

市長 

所管部長 
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３ 旅行者に優

しい亀岡駅につ

いて 

 

 

 

 

 

 視察などで地方都市を訪問すると困るのが、出

発時間までの過ごし方である。観光案内所や喫茶

店、休憩所などが整備されていないと手持ち無沙

汰になり、それまでの大切な時間が消えてしま

う。我が亀岡駅の現状もそうである。通勤通学に

は快適だが観光客目線が足りないように感じる。 

（１）亀岡駅構内に、観光案内所以外で観光客が

楽しめる場所はあるのか。 

（２）電車に乗るまでに楽しかった亀岡観光を語

り合うなど一息つける場所の確保を考えて

いるのか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

21 小松 康之 

9 月 12 日(木) 

15:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 亀岡市環境

美化条例につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学力向上対

策について 

 

本年１０月に市長選挙が執行される。桂川市長

一期４年間の総括について問う。 

（１）市長は「かめおか・未来・チャレンジビジ

ョン」を掲げ、８つの挑戦を実践してこられ

た。これまでの市長としての実績の自己評価

について問う。 
①特に満足できた施策や事業にはどんなもの

があるか。 
②未完成または不満足な点はどうか。 

（２）再選に向けての決意は。 
 

 「亀岡市環境美化条例」は、ポイ捨て禁止はも

ちろんのこと、幅広く本市の環境美化について規

定されている。同条例第９条の「空き地の管理」

においては、地域ではさまざまな点で努力をしな

がらも課題を抱えている現状がある。例えば、土

地所有者の有無にかかわらず、住宅地にある空き

地の雑草等が伸び、近隣に迷惑がかかるという事

例がある。これらの事案に対する条例の適用につ

いて、本市の見解を問う。 

（１）これまでに、同条例第１１条「指導又は勧

告」、第１２条「措置命令」、第１３条「代

執行」の適用例はあるか。 
（２）適用があれば、どのような苦情に対して行

ったか。 
（３）「空き地の雑草等」に限定して、市に相談

が持ちかけられたことはあるか。 
（４）相談を受けた後、市としてどのような対応

を行ってきたのか。 
（５）管理されていない空き地で、所有者が判明

している場合と不明な場合に分けて、周辺住

民がやむを得ず勝手に草刈りをした場合は

法的にどうなるのか。 
（６）地域の努力の限界や対応が困難な場合にお

いて、周辺住民の負担軽減やトラブル防止の

ため、市に苦情を申し立てる中で、条例の適

用を要望することは可能であるのか。 
 

 移住・定住を検討する際の一つの指標として、

特に子育て世代は、教育レベルを挙げることが多

い。学力レベルは、数字で見えるので判断しやす
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い。かつて、京都市内の御所南小学校でも、全国

から校区に移住先として殺到したことも事実で

ある。また、定住について言えば、子どもたちが、

教育環境のすばらしい地域で育ち、自らが将来子

育て世代になった場合に、安心して住み続けなが

ら子どもを育てたいと思うのは当然である。ま

た、たとえ進学や就職ために市外に移ったとして

も、Ｕターンしたいと思うこともあるはずであ

る。 

文部科学省から令和元年度「全国学力・学習状

況調査」の結果が公表された。 

（１）本市の本年度の結果はどうであったか。 
（２）今回の結果分析とさらに今後その分析をど

う生かしていくのか問う。 
①各校において、それぞれ結果や分析の公表は

するのか。 
②保護者にそれらをどう伝えるのか。 

（３）来年度の学力テストの成績に対する数値目

標はどのようにするのか。 
（４）各校別成績の公表の是非を問う。 
 

 子どもの貧困は、日本社会はもちろんのこと、

本市にとっても大きな損失である。この課題解決

に最大限力を注ぐべきである。本市では子どもの

貧困をどのように捉え、どのような対策を行って

いるのかを問う。 

（１）子どもの貧困の負の連鎖とは何か。 
（２）負の連鎖を断ち切るにはどうするべきか。 
（３）子どもの貧困と学力の相関関係を問う。 
（４）本市でその調査を行ったことがあるか。 
（５）学習支援に絞り、これまでの学力向上対策

の具体的な内容を問う。 
（６）これまでの対策の目標値と達成度を問う。 
 

 児童生徒が、学校や校外で重大な交通事故に巻

き込まれることばかりでなく、川崎市であったよ

うな凶悪犯罪の被害者となることも増えてきた。

本市には、スクールガード的な「学校安全協力員」

の皆さんが安全確保のため、各学校に配置されて

いる。「学校安全協力員」の現状について問う。 

（１）どのような雇用形態なのか。 
（２）他のボランティアとの違いは。 
（３）責任ある仕事と考えるが職務内容は。 
（４）週の勤務回数と拘束時間は。 
（５）報酬か謝礼か、またその額は。 
（６）職務管理は誰が行うのか。 
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